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はじめに 『共に創る』～「３つの創る力」発揮・育成授業づくりプラン～策定のねらい 

 

  掛川市では、子供たちが『希望』を持ち、夢や目標に向かって自分を磨くことができ、掛川市に

誇りと愛着を抱きながら、地域でも、グローバルにも活躍する人に、たくましく成長することを願っ

て、『教育大綱かけがわ』を定めました。 

  これを受け、掛川市教育委員会では、掛川市教育振興基本計画「人づくり構想かけがわ」※１

を策定し、学校教育の基本目標を「夢に向かって、自ら考え自ら判断し、心豊かにたくましく生き

る子供の育成」としています。平成 25年度末には、その具現化のために、『かけがわ学力向上も

のがたり』※２として、学力の向上に向けた理念や方法等をまとめました。それを基に、各校におい

て『我が校のものがたり』※３を作成し、掛川市の目指す子供たちの姿に向けて、計画、実践、検

証、振り返り等を積み重ね、年間を通じた授業改善のサイクルを確立しました。 

また、国や県の動向を注視しながら、毎年度改訂を重ねる中で、令和２年度には、かけがわ型

GIGA スクール構想を打ち出し、いち早く１人１台端末及び高速通信環境を整備して、子供たち

の学習環境を整え、「新たな学びのスタンダード」を実践するなど、柔軟に対応を進めてきまし

た。 

  こうした流れの中で、令和３年１月２６日中央教育審議会答申『「令和の日本型学校教育」の

構築を目指して』において、「一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、

あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会変化を乗り

越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、その資質・能力

を育成することが求められている。」と、社会の変化に応じた教育観の転換について改めて示さ

れました。 

掛川市においても、令和３年６月に、変化の激しい時代を生きる掛川市の子供たちに付けたい

資質・能力を、「創像力」「創合力」「創律力」からなる未来を切り拓く「３つの創る力」と定め、子

供たちが自ら「３つの創る力」を発揮することや、教師が授業づくりや授業改善を通して「３つの

創る力」を計画的かつ意図的に育成することに重点を置いた、『「３つの創る力」発揮・育成授業

づくりプラン』を策定することとしました。ICT 環境を最大限活用し、カリキュラム・マネジメントを

進める中で、「３つの創る力」を意図的、計画的に発揮・育成するためには、これまで以上に「個

別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図るとともに、改めて、子供観や学力観、

授業観などの「観」の転換を図り、学校・家庭・地域の役割について見つめ直す必要性が高まっ

ています。そのため、学習者である子供が学びの中心にいることを改めて確認し、「３つの創る

力」をどのように発揮できるようにし、育成していくかを、全教職員が共通理解して実践すること

が肝要です。つまり、「３つの創る力」の発揮・育成に向けて組織的な協働を図り、家庭や地域と

連携しながら、授業改善に向けて積極的に取り組むことが一層重要になっているということです。 

  そこで、これまでの「学力向上ものがたり」で確立してきた授業改善のサイクルを生かしつつ、

より「３つの創る力」の発揮・育成のための授業づくりに重点を置いた『「３つの創る力」発揮・育

成授業づくりプラン』へと発展させます。『共に創る』というタイトルに込めた願いのように、子供

を主役に、教師や家庭、地域が一緒になって、共に学びを創っていくよう、本プランが、各学校に

おいて「３つの創る力」の発揮・育成に取り組む基となり、掛川市の一人一人の子供を育む教育

活動の充実に資するものとなることを期待します。 
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Ⅰ 掛川市の子供たちに育みたい資質・能力とは 

 

１ 未来を切り拓く３つの創る力「創像力
そうぞうりょく

」「創
そう

合力
ごうりょく

」「創
そう

律力
りつりょく

」 

  掛川市ではこれまで、子供たちが自発的に「かけがわ型スキル」※4 を発揮しながら学べる

よう働き掛け、成長を促してきました。この成果は、全国学力・学習状況調査においてもよい

結果としてあらわれており、確実に学力を伸ばしてきています。 

そのような中、『「令和の日本型学校教育の構築を目指して」（令和３年１月２６日中央教

育審議会答申）』が示されました。その中で、急激に変化する時代の中、「一人一人の児童生

徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重

し、多様な人々と協働しながら様々な社会変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能

な社会の創り手となることができるよう、その資質・能力を育成することが求められている。」と

されています。 

これを受け、掛川市として、未来を担う子供たちのためにどのような「力」を育む必要がある

のかを検討し、以下の未来を切り拓く「３つの創る力」に集約しました。 

 

 

 

 

 

これからの変化の激しい社会を生き抜いていく子供たちが、自己の可能性を見いだし、より

よい未来を創る担い手として、自らの行動に責任をもち、他者と協働しながら、主体的に考え、

新たな価値を生み出し、学び続けていけるよう育てていくことが必要です。 

そのために、学校教育においては、これまでの「学力観」を大転換し、授業、行事、係活動、

児童会・生徒会活動等、教育活動全体を通して、未来を切り拓く「３つの創る力」が身に付く

ようにしていきます。さらには、家庭や地域を含め、市民総ぐるみで子供たちを育んでいけるよ

う働き掛けていきます。 

 

２ 学習指導要領とのつながり 

学習指導要領において、「確かな学力」とは、『知識や技能に加えて、学ぶ意欲や、自分で

課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力等ま

でを含めたものを指します。』と書かれています。さらに、新しい時代に必要となる資質・能力と

して、次の三つの柱が提示されています。 

① 生きて働く「知識・技能」の習得 

② 未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成 

③ 学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養 

   新しい価値を生み出すために情報を収集・整理・分析・統合しながら（創像力）、多様な他

者と協働し（創合力）、学び続ける（創律力）ような経験を繰り返す中で、学習指導要領で示

された「確かな学力」、そして新しい時代に必要となる資質・能力は確実に身に付きます。 授

業者は、子供たちがこれらの資質・能力を繰り返し発揮できるような学びの場を、意識して提

供し続けなくてはなりません。 

未来を切り拓く「３つの創る力」 

「創像力」：先を見通し、考えを収集・分析・整理・統合しながら、新たな価値を生み出していく力 

「創合力」：多様な他者と力を合わせ、物事を様々な視点から見つめ、試行錯誤しながら協合する力 

「創律力」：自分を見つめつつ、自覚と責任をもち、自ら課題を見つけ、学び、行動し続ける力 
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「何を教えるか」ではなく、子供たちが「何ができるようになるか」という学習者の視点を大

切にした授業観をもち、最先端の ICT環境を生かすことで、未来を切り拓く「３つの創る力」を

育むための授業を目指します。 

 

  「かけがわ型ＧＩＧＡスクール構想」※5より 

かけがわ学力向上宣言 

～未来を切り拓く「３つの創る力」を意識することを通して～ 

 その１ 生きて働く知識・技能を身に付けます。 

 その２ 未知の状況に対応できる思考力・判断力・表現力等を身に付けます。 

 その３ 学びを社会や自分の人生に生かそうとする学びに向かう力や人間性等を身に付けます。 

 

  

 

 

 

お茶の実デザイン 

「３つの創る力」とかけがわ型スキル等との関連 
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Ⅱ 「３つの創る力」発揮・育成授業づくりプラン 

   変化の激しい時代を生き抜く子供たちが「３つの創る力」を発揮して学びに向かい、一層力

を伸ばしていけるように、以下に示す５項目について、市内小・中学校全職員で共通理解して

授業実践を積み重ねることで、「３つの創る力」を育成していきましょう。 

 

１ 新たな学びのスタンダード 

令和３年度、掛川市内のすべての小中学校において１人１台端末と高速通信ネットワーク

が本格稼働を開始し、学校教育は大きな転換点を迎えました。 

  これまでの授業改善の取組を大切にしながら、学びのマストアイテムとなった１人１台端末

及び高速通信ネットワークの効果的な活用注１を考えながら、「新たな学びのスタンダード」を

実践し、リアルとオンラインをベストミックスさせたハイブリッド型授業を目指します。 

 
注１「効果的な活用」の例 

①主体性を引き出す  

②創造性のある対話を生み出す  

③深い学びへ導く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな学びのスタンダード 

一人一台端末を効果的に活用した授業改革 
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２ 「３つの創る力」発揮・育成のための授業づくりのポイント 
  令和４年度より３年間、「３つの創る力」育成プロジェクトチーム※６が実践、協議してきた中

から見えてきたポイントを以下に示します。 

 

（1） 「生きる力」のアップデート 

「３つの創る力」の中核には、「確かな学力」や「豊かな人間性」、「健康と体力」といっ

た「生きる力」があります。子供たちが「３つの創る力」を発揮したり、教師が意図的に育

成したりする授業は、新しい学力観のもと、学習指導要領で求められている資質・能力を

育成していく授業と重なります。 

 

（2） 単元などを通して発揮させる 

「３つの創る力」の育成のためには、「単元や題材など内容や時間のまとまりを通して

発揮する機会を設けること」が大切です。「３つの創る力」は切り分けられるものではあり

ませんが、どの力の発揮を期待するか、子供の姿を具体的に描いて授業を構想すること

が大切です。肯定的な子供観のもと、「発揮する場面」を意図的に作る必要があります。 

 

（3） 授業改善の視点 

授業を構想するとき、また、授業を振り返るとき、

「３つの創る力」の視点から見直してみましょう。右

の図のように、授業改善の視点が、「創像力」「創

合力」「創律力」に、それぞれつながっていきます。

また、この授業改善の取組は、静西教育事務所

「授業改善メッセージ」とも重なります。 

 

□注２単元構想 について 

「育成を目指す資質・能力」を明確にし、一人一人の学び方の違いを丁寧に見取る

ことで、「なぜ～だろうか」「どのように～すればよいのか」「もっと～したい」など、子供

の問いや意欲が生まれ、切れ目なく続いていくような単元・授業を構想し、子供たちが

自発的に「３つの創る力」を発揮して学ぶような学習活動を展開する必要があります。 

□注３ファシリテーター について 

教師は、資料提示、教具、発問など、子供の思いに寄り添った仕掛けを行うスキルを

高めていくことが求められます。 

□注４振り返り・見通し について 

うまくいったように見える授業でも、知識や技能が定着していなかったり、思考力や

判断力、表現力が高まっていなかったり、子供が主体的に学習に取り組む態度が十分

に養われていなかったりすることがあります。一人一人の子供が本時の授業で学んだ

ことを振り返ることなく授業を終えては、教師が指導の成果を振り返ることができない

ばかりでなく、子供も付いた力を実感できません。子供一人一人の学びの過程を大切

にしながら、「本当に付けたい力が付いたのか」という視点を常にもち、教師も子供も

適切な学習評価を行うことのできる時間を確保する必要があります。 

注２ 

注３ 

注４ 
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3 「３つの創る力」発揮・育成のための授業における重点指導項目 
「新たな学びのスタンダード」を基盤とした授業改善により、子供の追究する時間が十分に

確保される授業が多く見られるようになりました。また、１人１台端末及び高速通信ネットワー

クは、子供の主体性をより一層引き出すことが可能になるだけでなく、各教科の本質的な学び

をさらに深めることが可能になりました。 

しかし、依然として、教師の一方的な説明やワークシートへの穴埋め、一問一答や「～しよ

う」の働き掛けに応じることだけで授業が進み、子供の問いや意欲が生まれず、主体的に学ぶ

姿が見られない授業もあります。 

そこで、掛川市では以下の３つを重点指導項目として掲げ、未来を切り拓く「３つの創る

力」の育成をより一層推し進めます。 

 

（1） 「つかむ」･･･子供の主体性を引き出す導入の質の向上 

ア  「考えたい」「伝えたい」「やってみたい」「比べたい」「調べたい」…など、子供の「～

したい」を引き出すように仕掛ける。 

イ  教師の一方的な知識伝達のような子供が受け身で学ぶ授

業では、未来の社会に生きる「３つの創る力」は発揮されにく

いことを認識し、子供が自らの意志で学びに向かうことがで

きるように、一人一人の学び方の違いを丁寧に見取り、教師

は資料提示や教具、発問など、子供の思いに寄り添った授業

の仕掛けを構想する。 

ウ  ICT は子供の「～したい」を引き出す有効なツールである。

インターネット、デジタル教材などを活用し、短い時間で子供

の問いを学級全体で共有できるようにする。 

 

（2） 「追究する」･･･主体的・対話的で深い学びに向かう展開の工夫 

ア  教師だけでなく、子供自身が自分

や他者の学びの姿を記録し、他者と共

有したりするなど、ICT を使って自分

の考えを他者の考えと対比する場面を

設けることで、自分の知識や技能、考え

方や表現がよりよくなることを実感でき

るようにする。 

イ  学習形態や教具、発問や個に応じた支援等の工夫により、子供自身が選択・決定する

場を設け、学びの実感や新たな追究意欲を高められるようにする。 

ウ  各教科や総合的な学習の時間の内容によっては、地域人材や専門家らとオンライン

で連携し、子供が新たな見方や考え方を獲得し、学びを深めることができるようにする。 
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（3） 「振り返る」･･･学びを実感する振り返りの充実 

ア 子供が分かったことを自分なりにまとめたり、新たな疑

問を生み出したりできるように、学びを実感したり調整し

たりする学習改善の場を適切に設ける。 

イ 子供の振り返りの姿から、教師は授業を振り返り、指導

を改善したり、個への支援へつなげたりする。 

ウ 記録に残す評価や子供を見取る評価など、振り返りの

内容や方法を吟味し、単元計画に適切に位置付ける。（指導と評価の一体化） 

エ 子供が振り返ったことをもとに、さらに追究を進めたり技能を高めたりできるように、次

の授業や家庭学習へとつなげる。 

 オ 学習支援ソフトウェア（ドリル教材や確認教材など）を用いることで、子供が自己の課

題に応じた学習に取り組んだり、教師が個々の学習状況から適切な支援を行ったりする

など、個別最適な学びの充実につなげる。 

 

４ 「３つの創る力」発揮・育成のための校内研修のポイント 

 （1） まず、やってみる（日常化する、仕組みを生かす） 

実践の中からこそ、豊かな気付きが生まれます。私たち教師が、子供が主役の授業改

善にチャレンジしているかを問い続ける視点としても「３つの創る力」があります。そのた

め、日頃から教師間で、気軽に情報交換・共有を行い、研修を日常化していく雰囲気や

学校の体制づくりを進め、その仕組みを生かしてアクションを起こすことが重要です。 

 

（2） 授業構想を一緒に練る（壁を越える） 

「３つの創る力」を発揮している子供の姿について理解を深め、それをイメージできれ

ば、「授業構想」を練る段階から「３つの創る力」を改善の視点として意識できます。その

際、仲間と一緒に「授業のどの場面で、どの力を発揮するだろう？」「私なら…」と話し合

うことで、より子供が主役の構想を練ることができます。また、「〇年生に向けては、～とい

うことも考えて…」「私の教科なら、ここは～と考えるけど…」と学年や校種、教科の壁を

越え、それらを強みと生かせるような研修への発展が期待できます。 

 

（3） 子供に学びを委ねる（つながりの中で育てる） 

校内研修において、理念が確認され、子供が「３つの創る力」を発揮する授業を目指

している学校が増えています。「子供の学びを切らない家庭学習も含めた授業構想」

「子供がいつでも学ぶことができる環境づくり」「教科等の見方・考え方を働かせて追

究する、教科等の本質に迫る学習内容」「３つの創る力を発揮・育成する１人１台端末

の効果的な活用」の意識を高め、子供を信じて、思い切って「子供に学びを委ねる」と

いった視点をもって授業を構想します。そのためにも、子供の問いをつなげたり切り返し

て深めたりするなどファシリテーターとして動きながら、適切な「教師の出番」を考えてい

きます。その際、園小中間や学年間、子供の生活の中の育ちと教科の学びをつなぐ意識

が大変重要となるため、「かけがわ型架け橋プログラム」※８等を参考に、子供の見取り

に基づく声の掛け方や環境づくりを十分に吟味します。 



10 
 

  5  『共に創る』授業サイクル 
「３つの創る力」の育成は、掛川市教育振興基本計画「人づくり構想かけがわ」における

学校教育の章の一番目に掲げられ、掛川市の教育施策の中心です。以下の図のとおりの

施策のつながりを基に、市内全

小中学校において、具現化のた

めの実践が行われます。 

 

そのため、実践に当たっては、

研修計画と教育課程とを連動さ

せながら、以下の表の流れを意

識し、組織的、計画的に PDCA

サイクルを回し、常に改善を進め

ていきます。   

 

※傍線部は同じ年度を表す 

時期（予定） 市教育委員会事務局 学 校 

① 

前
年
度 

1２月定例 
教育委員会 
 
１２月末 

全職員アンケート、各校プランシート
（振り返り）の集約・報告 
 
次年度の『共に創る』について報告 

教育課程の職員アンケート等で自校の
研修に関して自己評価 
→各校プランシート（振り返り）の作成・
提出 

② 1月中旬 
次年度の『共に創る』を各校に配付 
次年度の各校のプランシート（計画）
作成依頼 

次年度の『共に創る』を受け、自校の次
年度の研修計画を作成する 
→次年度のプランシートへの転記を意
識して学園共通実践を調整する 

③ 
２月校長会 
 
2月初旬 

『共に創る』について報告 
→次年度の各校の研修計画への位
置付けを依頼 
各校のプランシート作成依頼 

次年度の研修計画に、『「３つの創る
力」の発揮・育成に向けて』の項を位置
付け、記載する 

④ 

２月定例 
教育委員会 
 
3月初旬 

『共に創る』について報告 
次年度『共に創る』について報告 
 
 

自校のプランシート（振り返り）につい
て、学校運営協議会にて報告 
（計画により別の月の場合もある） 
→次年度の研修計画への意見反映 
 
次年度の研修計画完成 
→次年度の自校のプランシート（計画）
へ転記するなどして作成 

⑤ 年度末 
次年度の各校プランシート（計画）の
集約 

次年度の自校のプランシート（計画）の
提出 

⑥ 当
該
年
度
（
次
年
度
） 

6月定例 
教育委員会 
 
４月～６月末 

各校プランシート（計画）の報告 
 
 
研修主任研修会で学園の進捗確認 

学園の研修や Teams等で常時連携 
学校運営協議会にて報告 
（計画により別の月の場合もある） 
研修主任研修会で学園の計画確認 

⑦ 
１１月 
～１２月中旬 
 

研修主任研修会で学園の振り返り・
次年度学園計画把握 等 
校長会・教頭研修会・主幹教諭・教
務主任研修会で次年度『共に創る』
方向性伝達、全職員アンケート 等 
→次のサイクルへ 

当該年度各校プランシート（振り返
り）の作成に向けて、教育課程の職
員アンケート等、自校の研修に関し
て自己評価の準備を進める 
 
→次のサイクルへ 
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Ⅲ 「全国学力・学習状況調査」の結果から 

 

１ 現状と課題 

掛川市では、市内小中学校の代表の教員で構成する掛川市全国学力・学習状況調査分析

委員会（以下、分析委員会）を設けて、毎年度、結果を分析してまとめ、公表してきました。令和

２年度末には、それまでの分析を基に「かけがわ型小中一貫カリキュラム」※9 を作成し、より掛

川市の子供たちの実態に合わせた実践に努めています。また、市ホームページへの結果・分析

資料の掲載や家庭用教育支援資料「かけがわの子供たち」※10 の配付等を通して、学校・家庭

・地域等に周知して成果と課題を共有し、市民総ぐるみの教育を進めています。 

分析委員会は、令和４年度の「３つの創る力育成プロジェクトチーム」発足に合わせて発展

的に解消しましたが、教育委員会事務局において、分析は継続しています。これらの情報を適

切に活用し、市全体の傾向を踏まえながら、各校において詳細な分析を進めることは、各校に

おける授業改善や家庭の学びに対する働き掛け、児童生徒の全般的な学習状況の改善等に

つながり、「３つの創る力」のさらなる発揮・育成が期待されます。 

全国学力・学習状況調査は、子供たちが身に付けるべき学力の一部分を測定したものです。

市全体の傾向や個々の学習状況を把握する資料の一つであることに留意しながら、適切に活

用する必要があります。 

 

２ 令和 6年度調査の結果と分析 

 （1） 結果の概要 

     ア 【全国・県・市の平均正答率】 

小学校 国語 算数 

掛川市 66.5% 61.7% 

静岡県 67.2% 61.6% 

全国 67.7% 63.4% 

中学校 国語 数学 
掛川市 61.7% 57.3% 

静岡県 59.0% 55.3% 

全国 58.1% 52.5% 

小学校では、県との比較では算数はやや上回りましたが、国語は下回りました。全国

との比較では、各教科ともに平均正答率を下回りました。 

中学校では、各教科ともに、平均正答率について県との比較では２ポイント以上、全

国との比較では３ポイント以上、上回りました。 

 

イ 全国・県の平均正答率を 100とした場合の市の平均正答率の指標値 

小学校 国語 算数 
静岡県比較指標値 99 100 

全国比較指標値 98 97 

中学校 国語 数学 
静岡県比較指標値 105 104 

全国比較指標値 106 109 
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ウ 掛川の子供たちの特長（主なものを抜粋） 

※４～５段階のうち、「当てはまる」「とてもそう思う」と回答した児童生徒の割合 

項 目 
小学校 中学校 

掛川市 全国 比較 掛川市 全国 比較 

先生は、あなたのよいとこ

ろを認めてくれていると思

っている 

51.7％ 48.8％ ＋2.9ｐ 52.2％ 44.2％ ＋8.0ｐ 

人が困っているときは、進

んで助けている 
46.9％ 46.0％ ＋0.9ｐ 46.4％ 38.3％ ＋8.1ｐ 

困りごとや不安がある時

に、先生や学校にいる大人に

いつでも相談できる 

34.5％ 30.2％ ＋4.3ｐ 32.0％ 28.7％ ＋3.3ｐ 

学校に行くのは楽しい 47.8％ 47.2％ ＋0.6ｐ 48.9％ 43.5％ ＋5.4ｐ 

友達関係に満足している 67.6％ 62.4％ ＋5.2ｐ 56.2％ 55.0％ ＋1.2ｐ 

（前の学年までの学習の

中で）ＰＣ・タブレットなど

のＩＣＴ機器を活用し、分か

らないことがあった時に、す

ぐ調べることができる 

58.5％ 58.4％ ＋0.1ｐ 76.0％ 62.8％ ＋13.2ｐ 

授業や学校生活では、友達

や周りの人の考えを大切に

して、お互いに協力しながら

課題の解決に取り組んでいる 

48.2％ 47.8％ ＋0.4ｐ 54.5％ 46.1％ ＋8.4ｐ 

道徳の授業では、自分の考

えを深めたり、学級やグルー

プで話し合ったりする活動

に取り組んでいる 

47.4％ 47.3％ ＋0.1ｐ 64.0％ 49.8％ ＋14.2ｐ 

 

エ 今年度中学校３年生の指標値の推移 

   令和３年度（小学校６年時）         令和６年度（中学校３年生） 

    国語 算数   国語 数学 

静岡県 99 101  静岡県 105 104 

全国 99 100  全国 106 109 

国語、数学ともに、全国・県と同等以上の学力を着実に身に付けています。 

 

オ 正答率が高い子に見られる傾向（クロス集計より） 

これらの項目に肯定的に答えた児童生徒が共通して、国語や算数・数学すべての

平均正答率が高い傾向にありました。 
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・毎日同じ時刻に起きて、寝ている。 

・自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、

話の組み立てなどを工夫して発表している。 

・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え

に気付いたりすることができている。 

・学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学

習につなげることができている。 

・授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりする

ことができると思う。 

・総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこと

を発表するなどの学習活動に取り組んでいる。 

・学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いのよさを生かして解決方

法を決めている。 

・学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決め

て取り組んでいる。 

・国語の勉強は大切だと思う。 

・国語の授業内容がよくわかる。 

・算数・数学の勉強が好き。 

・算数・数学の勉強は大切だと思う。 

・算数・数学の授業内容がよくわかる。 

・算数・数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考える。 

・算数・数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を

考える。 

・算数・数学の問題が解けたとき、別の解き方を考えようとしている。 

・算数・数学の授業で学習したことを、今後の学習で活用しようとしている。 

 

（２） 調査結果から 

 ア 児童生徒による１人１台端末の授業での活用が進み、個別最適な学びと協働

的な学びを一体的に充実させ、主体的・対話的で深い学びに向かう授業改善が

進められている。 

 「授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、週３回以上使用した」と

答える児童生徒の割合は、全国より 10ポイント以上高く、中学３年生では 90

％を超えました。また、ＩＣＴ機器について「分からないことがあった時にす

ぐ調べることができる」「友達と協力しながら学習を進めることができる」な

ど効果的に活用できると肯定的に回答した割合も全国を上回っています。併せ

て、国語や算数・数学の学習の大切さや社会に出た時に役立つことを感じてい

る児童生徒も多いです。 

児童生徒による 1人 1台端末の授業での活用が進み、学習の個性化と共に指

導の個別化が図られ、児童生徒が協働する中で各教科の学ぶ意味や生活とのつ

ながりを捉えられるようにするなど、主体的・対話的で深い学びに向かう授業

改善を進めている成果が表れてきていることが伺えます。 
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  イ 温かな人間関係のもと、児童生徒が主役となって「市民総ぐるみ」で教育活

動が進められている。 

 「学校に行くのは楽しい」「友達関係に満足している」「先生は、あなたの

よいところを認めてくれていると思っている」「困りごとや不安がある時に、

先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」と答える児童生徒の割合が全国

よりも高く、温かな人間関係のもと、充実した学校生活が送られていることが

表れています。また、「学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互

いの意見のよさを生かして解決方法を決めている」「学級活動における学級で

の話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでいる」と

答えた児童生徒の割合も高く、教師の肯定的な子供観を基盤に、「他律」から

「自律」をキーワードに、制服、校則改革や各種行事の検討など、児童生徒が

主役となって活動してきた成果が表れていると考えられます。 

この基盤には、掛川市ならではの『お茶の間宣言』や『中学校区学園化構想』

に基づく家庭、地域、学校が連携した『市民総ぐるみの人づくり』があります。

これは、「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」の割合が中学

校においても全国を上回って高く維持され、「普段の生活の中で幸せな気持ち

になることがどれくらいありますか」との問いに、「よくある」「ときどきあ

る」と答える児童生徒が、共に合わせて 90％を超える高い割合を示しているこ

とからも伺えます。 

 

３  力を伸ばす！「かけがわ家庭の学び」３つのポイント 

各教科の平均正答率と児童生徒質問紙調査の回答の相関関係を分析し、 子供の学びを

学校・家庭・地域と切れ目なくつなげて支える「かけがわ家庭の学びグランドデザイン」※7 と関

連付け、家庭の学びのポイントを３つにまとめました。この３つのポイントを意識して、家庭、地域

と連携していくことが大切です。 

児童生徒質問紙の項目から ３つのポイント 

◎ 毎日、同じくらいの時刻に起きて、寝ている。 

◎ 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学

習につなげることができている。 

◎ 学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決

めて取り組んでいる。 

よりよい習慣を

身に付けよう 

◎ 国語、算数・数学の勉強は大切だと思う。 

◎ 授業で学んだことを、次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりする

ことができると思う。 

◎ 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたこ

とを発表するなどの学習活動に取り組んでいる。 

実生活・体験と

つなげよう 

◎ 自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、

話の組み立てなどを工夫して発表している。 

◎ 学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考

えに気付いたりすることができている。 

◎ 学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いのよさを生かして解決

方法を決めている。 

家族の会話・

話合いを大切

にしよう 
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Ⅳ 用語解説・参考資料等 

詳細は、各用語下部 URL又は二次元コードより関連WEBページ参照 

 

※１  掛川市教育振興基本計画「人づくり構想かけがわ」 

     教育基本法第１７条２項に基づき、「教育大綱かけがわ」を踏まえ、本市の教育に関する基本的

な目標や施策を総合的に示すもの。 
 

 

 

 

※２  「かけがわ学力向上ものがたり」 

掛川市教育委員会で、「学力」とは何かを学校・家庭・地域で共通理解して学力の向上を図

るための理念や方法等を「ものがたり」としてまとめたもの。平成 26年 3月末に策定された。 

 

 

 

※３  「我が校のものがたり」 

「かけがわ学力向上ものがたり」を受けて、各校において児童生徒の学習状況に基づいて作

成した資料の総称。授業実践の計画及びその成果が表れた代表的な実践をものがたりのよ

うにまとめた「実践編」からなる。 
 

 

 

 

※4  「かけがわ型スキル」 

    グローバル社会を生き抜くために求められる思考力や問題解決能力、人と関わるコミュニケ

ーション能力など、これからの時代を担う子供たちが身に付けるべき「２１世紀型スキル注５」を

参考にして、平成２７年度に掛川市教育委員会において定めた以下の６項目のスキル。 

①思考力 ②問題解決力③意思決定力④コミュニケーション力 ⑤情報の選択・活用力 

⑥地域や社会の中で生きるためのキャリア 
注５世界の教育関係者らが立ち上げた国際団体「ATC21s」(The Assessment and Teaching of 21st-Century 

Skills=２１世紀型スキル効果測定プロジェクト)が提唱する４カテゴリ１０スキルの概念 

授業や行事など、すべての教育活動の中で子供たちが自発的に発揮できるように働き掛ける

ことを通して、「３つの創る力」の育成につながるものであり、第２期掛川市教育情報化推進

基本計画にも明記されている。 

 

 

 

※5  「かけがわ型ＧＩＧＡスクール構想」 

国の GIGA スクール構想を受けて、掛川市として示した児童生徒の未来を切り拓く力を育む構

想。「１人１台端末を効果的に活用した授業改革」と「家庭・地域社会との協働、小中一貫教育

の推進」を一体的に推進する「新たな学びのスタンダード」を軸とする。 

 

 

 

 

 

「かけがわ学力向上ものがたり」について（掛川市 HP）   
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/5755.html 

第2期掛川市教育振興基本計画「人づくり構想かけがわ」（掛川市HP）   

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/9413.html 

「我が校のものがたり」について（掛川市 HP）   
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/5769.html 

「掛川市教育情報化推進基本計画」について（掛川市 HP）   

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/65937.html 

「GIGAスクール構想について」（最下部より「ダウンロード」）（掛川市 HP）   
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/379846.html 

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/5755.html
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/9413.html
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/5769.html
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/65937.html
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/379846.html
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※６  「３つの創る力」育成プロジェクトチーム 

「３つの創る力」の理念浸透及び発揮・育成のための教育実践の推進役や市内各校並びに教

職員への成果等の周知を担った組織。市内小中学校の代表教員により構成され、３年間のプロ

ジェクトの終了をもって、令和６年度末に解消した。 

 

 

 

※7  「かけがわ家庭の学びグランドデザイン」 

子供のもつ自ら学ぶ力を信じ、学校、家庭、地域が相互に連携してその学びを支えることができる

ように、掛川市における家庭での学びの在り方に焦点を当てて研究し、全体構想を表したもの。そ

の理念を具現化するための家庭の役割や働き掛け等は各種資料にまとめられ、「かけがわ家庭

の学びポータル」にて公開している。 

 

 

 

※８  「かけがわ型架け橋プログラム」 

令和４年度から６年度の３年間、文部科学省の「幼保小の架け橋プログラムに関する調査研究

事業」の採択を受け、園小接続に係る推進実施体制の構築を図ったプログラム。園での経験が

小学校の学びにつながる「ジョイント活動」を位置付けたカリキュラムの開発や実践、研究を行

い、その成果を生かしてまとめた。 

 

 

 

※9  「かけがわ型小中一貫カリキュラム」 

義務教育９年間を見通しながら、市内全ての小中学校における共通実践事項としてまとめたも

の。掛川市が重点的に取り組んできたことを、子供の実態や喫緊の課題、全国学力・学習状況

調査の分析等と照らし合わせながら、市内小中学校の代表教員により作成された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※10 家庭用教育支援資料「かけがわの子供たち」 

掛川市教育委員会において、全国学力・学習状況調査の分析を基に作成した、家庭での過ごし方

について考えるための保護者向け資料。 

 

 

 

 

 

『かけがわ家庭の学びポータル』（掛川市 HP）   

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/shisei/kyoikuiinkai/kateinomanabi/ 

未来を切り拓く「3つの創る力」（掛川市 HP）   
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/727418.html 

「園小の架け橋プログラムの推進」（掛川市 HP）   
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/215463.html 

「掛川市の小中一貫教育 ‐かけがわ型小中一貫カリキュラム‐」（掛川市HP） 
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/736994.html 

  （令和６年１２月一部改変冊子各校配付済） 
 
 

「掛川市小中一貫教育推進基本方針の策定について」（掛川市HP） 
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/7789.html 

「全国学力・学習状況調査について［２］リーフレット」（掛川市 HP）    
http://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/9246.html 

https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/shisei/kyoikuiinkai/kateinoma
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/727418.html
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/215463.html
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/736994.html
https://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/7789.html
http://www.city.kakegawa.shizuoka.jp/gyosei/docs/9246.html
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